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Bridge Report  キッツ（６４９８） 
 

 

－ 株式情報 －   

株価 発行済株式数（自己株式を控除） 時価総額 ROE（実） 売買単位   

380 円 109,940,361 株 41,777 百万円 5.8% 100 株   

DPS（予） 配当利回り（予） EPS（予） PER（予） BPS（実） PBR（実）   

7.00 円 1.8% 27.68 円 13.7 倍 475.86 円 0.8 倍   

*株価は 2/4終値。発行済株式数は直近四半期末の発行済株式数から自己株式を控除。 

－ 連結業績推移 － （単位：百万円、円） 

決算期 売上高 営業利益 経常利益 当期利益 EPS 配当 

2007 年 3月(実) 149,512 11,342 10,652 9,973 86.87 15.00

2008 年 3月(実) 149,274 11,615 10,525 6,290 54.52 15.00

2009 年 3月(実) 127,095 7,188 6,475 3,396 30.02 9.00

2010 年 3月(実) 96,592 6,976 6,248 3,079 27.23 7.00

2011 年 3月(予) 105,000 6,100 5,500 3,100 27.68 7.00

*予想は会社予想。 

 

 

 

 

 

キッツの 2011 年 3月期第3四半期決算について、ブリッジレポートにてご報告致します。 

 

 

 

１．会社概要 

２．2011 年 3月期第3四半期決算 

３．2011 年 3月期業績予想 

４．取材を終えて 

 

 

 

 

 

 

会社名 株式会社 キッツ 

証券コード 6498 

市場 東証1部 

業種 機械(製造業) 

社長 堀田 康之 
 

所在地 千葉市美浜区中瀬1-10-1 

事業内容 バルブ国内首位。特に建築設備や石油化学向けに強い。海外開拓に積極姿

勢。伸銅品も国内上位 

決算月 3月 

 

 
堀田 康之 社長 

ＨＰ http://www.kitz.co.jp/ 
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今回のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．会社概要 

バルブを中心とした流体制御機器・装置の総合メーカー。バルブは、「水道メータ周り」、「ガスメータ周り」、「給湯器」

等でよく目にするが、家庭だけでなく、あらゆる産業設備に使われており、同社は素材からの一貫生産を基本に、青

銅、鋳鉄、ダクタイル、ステンレス鋼等を素材に数万種をラインナップしている。また、バルブの部材として使用される

伸銅品の外販を行っている他、フィットネス事業やホテル事業等も手掛けている。東洋バルヴ（株）、(株)清水合金製

作所など連結子会社31社と共にグループを形成しており、海外売上高比率は10/3月期現在で20.9％。バルブでは

国内トップ。伸銅品では国内2位のポジションにある。  

  

＜事業セグメントの概要＞ 

事業は、バルブ事業、伸銅品事業、及びサービスその他の事業に分かれ、10/3 期の売上構成比は、それぞれ

73.1％、16.8％、10.1％。  

  

バルブ事業 

キッツグループのコア事業であり、上下水道・給湯・ガス・空調等のライフラインや石油・化学・紙パ・半導体等の産

業分野において、流体制御機器として重要な役割を担うバルブや継手を中心に、製造・販売している。  

伸銅品事業 

伸銅品とは、銅に亜鉛を加えた「黄銅」、すず及びりんを加えた「りん青銅」、ニッケル及び亜鉛を加えた「洋白」等

の銅合金を、溶解、鋳造、圧延、引抜き、鍛造等の熱間または冷間の塑性加工によって、板、条、管、棒、線等の

形状に加工した製品の総称。キッツグループの伸銅品事業は、黄銅製の材料を用いた「黄銅棒」を生産販売して

いる。この黄銅棒は、バルブの部材を初め、水栓金具、ガス機器、家電などの部材として使用されている。  

その他 

総合スポーツクラブの経営（フィットネス事業）、ホテル・レストラン経営（ホテル事業）、及びガラス工芸品の販売を

行っている。 

 

 

・11/3 期 3Q（累計）は前年同期比 9.2％の増収、同 8.8％の経常減益。需要回復と銅相場高騰を受けた製品価格
の上昇で伸銅品事業の売上が大きく伸びた他、バルブ事業の売上も国内外で増加。ただ、原材料高や円高による

売上総利益率の悪化が響き同 12.2％の営業減益。 
 
・通期業績予想に変更は無く、前期比 8.7％の増収、同 12.0％の経常減益予想。3 セグメント全てで売上が増加す
るものの、利益率の悪化で営業利益が同12.6％減少する見込み。配当は 1株当たり 4円の期末配当を予定（上期
末配当 3円と合わせて年 7円）。 
 
・今期の苦戦の要因を集約すると、原材料高、価格低下、鋳鋼バルブの苦戦、の3点。ただ、対応が進んでおり、来
期はその成果が顕在化してくる見込み。加えて、昨年 8 月以降、北米の回復基調が鮮明な上、年明け以降は建築
を中心に国内での受注も好調だ。また、アジアも好調を維持しており、今期を底とする業績回復シナリオが現実味

を増してきた。 
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２．2011 年 3月期第 3四半期決算 

（１）第 3四半期（累計）連結業績     （単位：百万円）

  10/3 期 3Q（累計） 構成比 11/3 期 3Q（累計） 構成比 前年同期比 

売上高 71,372 100.0% 77,913 100.0% +9.2%

売上総利益 18,078 25.3% 18,304 23.5% +1.3%

販管費 12,910 18.1% 13,766 17.7% +6.6%

営業利益 5,168 7.2% 4,538 5.8% -12.2%

経常利益 4,576 6.4% 4,174 5.4% -8.8%

四半期純利益 2,257 3.2% 2,369 3.0% +5.0%

※数値には（株）インベストメントブリッジが参考値として算出した数値が含まれており、実際の数値と誤差が生じている場合があります（以下同じ）。 

 

前年同期比 9.2％の増収、同 8.8％の経常減益 

売上高は前年同期比 9.2％増の 779.1 億円。需要回復と銅相場高騰を受けた製品価格の上昇で伸銅品事業の売上

が大きく伸びた他、主力のバルブ事業の売上も国内外で増加した。ただ、材料費の上昇（銅相場の上昇）や円高の

影響で売上総利益率が 23.5％と 1.8 ポイント悪化。子会社の増加等による販管費の増加を吸収できず、営業利益が

同 12.2％減少した。経常利益が同 8.8％の減少にとどまったのは金融費用が減少したためで、特別損益の改善や税

効果会計の影響もあり四半期純利益は23.6億円と同5.0％増加した。為替レートは、1ドル＝89.02円（前期通期実績

93.71 円）、1 ユーロ＝116.63 円（同 130.51 円）。電気銅建値は 712,000 円/トン（同 620,000 円/トン）。 

 

特別損益の主な科目     （単位：百万円）

  10/3 期 3Q 11/3 期 3Q   10/3 期 3Q 11/3 期 3Q

貸倒引当金戻入額  26 5 減損損失  207 -

- 77 退職特別加算金  201 -店舗閉鎖に伴う未払解約違約

金減少額     資産除去債務会計基準適用に伴う影響額  - 392

その他 12 5 その他 139 106

特別利益合計  38 87 特別損失合計  547 498

 

主要子会社では、建築設備向けの回復で東洋バルヴの売上・利益が増加した他、半導体製造設備向けを手掛ける

キッツエスシーティーが売上の急増で営業損益が黒字転換。また、伸銅品事業を手掛けるキッツメタルワークスも京

都ブラスとの合併効果で増収･増益となった。一方、原材料高で青黄銅バルブ等を手掛けるキッツタイが増収ながら

大幅減益となった他、官公需の弱さもあり上下水道向け製品を扱う清水合金製作所が損失を計上。石油精製・石油

化学向け鋳鋼バルブを手掛けるキッツ閥門(中国)も生産量の減少と採算の悪化で損失を計上した。また、前期に買

収した独ペリン社も利益計上には至らなかった。尚、キッツ個別では前年同期比 4.5％の増収ながら、鋳鋼バルブの

苦戦が響き同17.0％の経常減益。 

 

（２）セグメント別動向 

セグメント別売上高・利益     （単位：百万円）

  10/3 期 3Q（累計） 構成比 11/3 期 3Q（累計） 構成比 前年同期比 

バルブ事業 52,581 73.7% 55,741 71.5% +6.0%

伸銅品事業 11,240 15.7% 14,530 18.6% +29.3%

その他 7,550 10.6% 7,641 9.8% +1.2%

売上高合計 71,372 100.0% 77,913 100.0% +9.2%

バルブ事業 6,377 88.4% 5,765 87.4% -9.6%

伸銅品事業 464 6.4% 463 7.0% -0.2%

その他 373 5.2% 370 5.6% -0.8%

消去/全社 -2,046 - -2,061 - -

セグメント利益合計 5,168 - 4,538 - -12.2%

※ セグメント利益の構成比は消去/全社の加減算前（以下、同じ） 
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バルブ事業 

売上高557.4億円（前年同期比6.0％増）、セグメント利益57.6億円（同9.6％減）。国内外で売上が増加した。国内（前

年同期比 5％増の 392 億円）では、主力の建築設備向けや機械装置関連向けの回復と半導体関連向けの好調（同

88％増）で、上下水道向け（同 10％減）、石油精製･石油化学向け（同 25％減）、及び食品製紙向け（同 4％減）の減

少をカバーした。海外（同 10％増の 165 億円）では、北米が同 32％減少したものの、アジア向けがタイ・インドネシア

向け（同96％増）を中心に同77％増加した他、欧州・その他も09年12月に子会社化した独ペリン社の寄与で同4％

増加した。もっとも、北米は年央に在庫調整が完了し回復基調にあり、一方、欧州･その他は独ペリン社を除いた実

質ベースでは同 27％の減収。利益面では、数量の増加に加えコスト削減も進んだが、原材料高（銅相場の上昇が主

因）や半導体関連等の固定費の増加に加え、価格低下（市況に低下に加え、相対的に単価の高い国内の構成比の

低下による平均価格の低下）、及び鋳鋼バルブでの採算悪化（10 億円を超える減益要因となった模様）等で利益率

が悪化した。 

 

伸銅品事業 

需要増に伴う販売量の増加や銅相場高騰を受けた製品価格の上昇で売上高が145.3億円と前年同期比29.3％増加。

利益面では、銅相場の上昇による原価差益の減少を増収効果とコスト削減で吸収し、ほぼ前年同期並みの利益を

確保した。 

 

その他（前年同期 : サービスその他の事業） 

政策効果（高速道路料金の土日一律1,000円）の剥落等でホテル事業（ホテル紅や）の売上が減少したものの、前期

に開設した新店舗の寄与によるフィットネス事業の売上増で吸収。ほぼ前年同期並みの売上・利益を確保した。 

 

 

（３）財政状態及びキャッシュ・フロー（CF） 

第 3 四半期末の総資産は前期末比 23.7 億円増の 999.0 億円。11 年 10 月の普通社債（60 億円）の償還に備え、10

年 11 月に普通社債を発行し 60 億円を調達した（長期を中心に借入金の返済を進めたため有利子負債全体では 28

億円強の増加にとどまった）。CFの面では、M&A関連の支出が減ったものの、利益の減少とたな卸資産の増加等に

よる営業 CFの減少が響き、フリーCF が前年同期の 30.7 億円から 18.5 億円に減少した。社債の発行による資金の

調達で財務 CF が黒字となり、現金及び現金同等物の第 3 四半期末残高は 119.4 億円と前期末比 22.0 億円増加し

た。 

 

財政状態    （単位：百万円）

    10 年 3月 10年 12月    10 年 3月 10年 12月 

  現預金 9,825 12,339  仕入債務 4,726 5,409

  売上債権 22,229 21,541  短期有利子負債 6,287 12,632

  たな卸資産 12,948 13,964 流動負債 18,070 24,321

流動資産 47,421 50,984  長期有利子負債 21,267 17,749

  有形固定資産 36,807 35,795 固定負債 25,616 22,361

  無形固定資産 2,059 2,153 純資産 53,847 53,220

  投資その他 11,245 10,969 負債・純資産合計 97,533 99,903

固定資産 50,112 48,918  有利子負債合計 27,554 30,381

 

キャッシュ・フロー     （単位：百万円）

  10/3 期  3Q（累計） 11/3 期  3Q（累計） 前年同期比 

営業キャッシュ・フロー 7,624 3,961 -3,663 -48.0%

投資キャッシュ・フロー -4,548 -2,106 +2,442 -

フリー・キャッシュ・フロー 3,076 1,855 -1,221 -39.7%

財務キャッシュ・フロー -8,271 609 +8,880 -

現金及び現金同等物期末残高 5,008 11,947 +6,939 +138.6%
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３．2011 年 3月期業績予想 

（１）通期連結業績     （単位：百万円）

  10/3 期 実績 構成比 11/3 期 予想 構成比 前期比 

売上高 96,592 100.0% 105,000 100.0% +8.7%

売上総利益 24,359 25.2% 24,630 23.5% +1.1%

販管費 17,383 18.0% 18,530 17.6% +6.6%

営業利益 6,976 7.2% 6,100 5.8% -12.6%

経常利益 6,248 6.5% 5,500 5.2% -12.0%

当期純利益 3,079 3.2% 3,100 3.0% +0.7%

 

通期業績予想に変更は無く、前期比 8.7％の増収、同 12.0％の経常減益予想 

3 セグメント全てで売上が増加するものの、原材料高に加え、円高の影響による価格低下等で売上総利益率が悪化。

子会社の増加や増収に伴う費用増等で、営業利益が同12.6％減少する見込み。配当は 1株当たり 4円の期末配当

を予定（上期末配当3円と合わせて年7円）。 

 

セグメント別売上高・利益     （単位：百万円）

  10/3 期 実績 構成比 11/3 期 予想 構成比 前期比 

バルブ事業 70,611 73.1% 75,200 71.6% +6.5%

伸銅品事業 16,218 16.8% 20,000 19.0% +23.3%

その他 9,762 10.1% 9,800 9.3% +0.4%

売上高合計 96,592 100.0% 105,000 100.0% +8.7%

バルブ事業 8,778 89.7% 7,900 88.8% -10.0%

伸銅品事業 670 6.8% 600 6.7% -10.4%

その他 343 3.5% 400 4.5% +16.6%

消去/全社 -2,815 - -2,800 - -

営業利益合計 6,976 - 6,100 - -12.6%

 

（２）第 4四半期（1-3 月）連結業績     （単位：百万円）

  10/3 期 4Q（1-3 月） 実績 構成比 11/3 期 4Q（1-3 月） 予想 構成比 前年同期比 

売上高 25,220 100.0% 27,087 100.0% +7.4%

売上総利益 6,281 24.9% 6,326 23.4% +0.7%

販管費 4,473 17.7% 4,764 17.6% +6.5%

営業利益 1,808 7.2% 1,562 5.8% -13.6%

経常利益 1,672 6.6% 1,326 4.9% -20.7%

四半期純利益 822 3.3% 731 2.7% -11.1%

 

セグメント別売上高・利益     （単位：百万円）

  10/3 期 4Q（1-3 月） 実績 構成比 11/3 期 4Q（1-3 月） 予想 構成比 前年同期比 

バルブ事業 18,030 71.5% 19,459 71.8% +7.9%

伸銅品事業 4,978 19.7% 5,470 20.2% +9.9%

その他 2,212 8.8% 2,159 8.0% -2.4%

売上高合計 25,220 100.0% 27,087 100.0% +7.4%

バルブ事業 2,401 93.2% 2,135 92.7% -11.1%

伸銅品事業 206 7.9% 137 6.0% -33.5%

その他 -30 -1.2 30 1.3% -

消去/全社 -769 - -739 - -

営業利益合計 1,808 - 1,562 - -13.6%
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４．取材を終えて 

増収ながら減益が見込まれる今期だが、その要因としては、原材料高（銅相場の上昇）、価格低下、鋳鋼バルブの

苦戦の 3 点に集約できる。原材料高（銅相場の上昇）については、年間で 10 億円を超える減益要因になる見込み。

海外の市況については、11月から12月にかけて輸出価格を5～10％値上げしており、3月から4月にかけてその効

果が現われてくる見込みだ。国内市況は、実際の製品価格の低下は 2％程度の模様。しかし、最近の需要の改善と

原材料の上昇などで、価格下落リスクは軽減されている。鋳鋼バルブの苦戦については、二つの要因があり、一つ

はキッツ閥門(中国)の損益の悪化で、もう一つは伊那工場（長野県）で生産している国内製品の価格面での競争力

低下だ。キッツ閥門については、10/3 期に稼働率の維持を目的に低採算案件を受注した事が今期の苦戦の理由だ

が、これは一過性のもので、足下、需要増で稼働率は改善傾向にある。また、伊那工場については、価格面でてこ

入れの必要な製品について中国への生産移管を進めている。中国へ生産移管するに当たって鋳型の造り替えが必

要となるため、現在その作業が進められている。多少時間を要するが、来期の第3四半期末から第4四半期にかけ

ての黒字転換が見込まれている。また、中国マーケットについては、従来のハイエンド市場に加えミドルマーケットに

ついても、順次、市場へ商品を投入していく予定。 

以上、今期の業績には現われないが、来期に向けての準備は進んでいる。加えて、8 月以降、北米の回復基調が鮮

明な上、年明け以降は建築を中心に国内での受注も好調だ。また、アジアも好調を維持しており、今期を底とする業

績回復シナリオが現実味を増してきた。 
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